
女性が活躍するサボテン専作経営
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畜
産
か
ら
サ
ボ
テ
ン
専
作
へ

経
営
理
念
は「
農
生
」「
農
耕
」「
農
共
」「
農
遊
」

営
業
で
全
国
飛
び
回
る

経
営
理
念
は
大
事
な
原
点

の
ず
え
・
の
ぶ
こ
（

）
　
１
９
５
２
年
静
岡
県
浜
松
市
生
ま
れ
。
高
校

卒
業
後
、
地
元
農
協
勤
務
を
経
て

年
結
婚
・
就
農
。

年
、
同
市
で
サ

ボ
テ
ン
生
産
に
着
手
し
、
２
０
０
４
年
、
㈱
カ
ク
ト
・
ロ
コ
設
立
。
代
表

取
締
役
に
就
任
（
現
・
取
締
役
会
長
）
。

年
県
農
業
経
営
士
。
現
在
、

経
営
面
積
約
５
㌶
、
年
間
販
売
額
約
３
億
円
。

年
内
閣
総
理
大
臣
賞

（
女
性
活
躍
部
門
）
受
賞
。

　
１
９
８
９
年（
平
成
元
）、肉
牛
肥

育
中
心
の
複
合
経
営
か
ら
サ
ボ
テ
ン

専
作
に
転
換
し
よ
う
と
、夫
婦
で「
野

末
サ
ボ
テ
ン
」の
看
板
を
掲
げ
て
、気

づ
け
ば
今
年
で

年
に
な
り
ま
す
。

　
２
０
０
４
年
に
は
、
㈱
カ
ク
ト
・

ロ
コ
と
し
て
法
人
化
し
た
の
を
機

に
、
卸
売
り
専
業
か
ら
直
売
に
シ
フ

ト
。
「
俺
が
作
る
か
ら
、
お
前
が
売

れ
」
と
い
う
夫
の
言
葉
で
、
否
も
応

も
な
く
私
が
代
表
取
締
役
に
な
り
、

全
国
を
営
業
に
飛
び
回
る
日
々
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
今
ま
で
、
本
当
に
あ
っ

と
い
う
間
で
し
た
ね
。
夫
も
私
も
必

死
で
。
夫
婦
と
い
う
よ
り
共
同
経
営

の
同
志
と
い
う
か
（
笑
）
。

　
「
カ
ク
ト
・
ロ
コ
」
は
、
ス
ペ
イ

ン
語
で
「
サ
ボ
テ
ン
に
夢
中
」
と
い

う
意
味
で
す
。
今
で
こ
そ
、
サ
ボ
テ

ン
や
多
肉
植
物
は
、
家
庭
に
も
身
近

な
植
物
に
な
り
ま
し
た
が
、当
初
は
、

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
販
路

開
拓
に
悪
戦
苦
闘
し
ま
し
た
。

　

品
種
か
ら
始
ま
っ
た
サ
ボ
テ
ン

・
多
肉
植
物
の
品
種
は
、
現
在
、
３

０
０
～
４
０
０
品
種
。
全
国
屈
指
の

品
ぞ
ろ
え
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

「
顧
客
の
方
た
ち
に
と
っ
て
の
パ
ラ

ダ
イ
ス
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
品
種
を
増

や
し
て
き
ま
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
販
売
も
し
て
い
ま
す
が
、

や
は
り
実
際
に
見
て
購
入
し
た
い
と

い
う
愛
好
家
の
方
た
ち
が
多
く
、
週

末
に
な
る
と
遠
方
か
ら
の
お
客
さ
ま

を
含
め
、
１
日
２
０
０
人
近
く
が
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
。

　
会
社
の
経
営
理
念
は
、
「
農
生

（
心
豊
か
に
）
」
「
農
耕
（
無
心
に

耕
す
）
」
「
農
共
（
お
か
げ
さ
ま
の

心
を
忘
れ
ず
）
」
「
農
遊
（
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
楽
し
む
）
」
。
日
々
の

仕
事
に
追
わ
れ
、
迷
っ
た
と
き
に
戻

る
大
事
な
原
点
で
す
。

　
野
末
家
に
嫁
い
だ
と
き
、
ま
さ
か

サ
ボ
テ
ン
の
、
し
か
も
ス
タ
ッ
フ
１

０
０
人
以
上
の
会
社
の
社
長
に
な
る

と
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
年
前
に
息
子
に
社
長
を
譲
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
ま
で
振
り
返
る
余
裕
も

な
く
、ひ
た
す
ら
走
っ
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
お
か
げ
で
、
立
ち
止

ま
る
時
間
が
で
き
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
「
農
人
伝
」
の
お
話
を
い
た
だ

い
た
の
も
縁
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
機

会
に
今
ま
で
を
振
り
返
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
構
成
　
榊
田
み
ど
り


